
で、品質に対する確信を得た日本ユニ

シスは、全拠点への導入へ歩を進めた。

多拠点への展開にあたり、日本ユニ

シスから沖電気工業に出されたリクエ

ストは「全拠点への一斉導入」だった。

全国に拠点が多数存在する企業では、

段階を踏んで地域ごとに導入していく

ケースが多い。しかし、「多拠点への

影響をそのつど考えながら機器設定・

導入を順次行っていたのでは多大な労

力も発生するだけでなく、想定外のト

ラブルの可能性もある」（中嶋グループ

長）ことから、同社では一気に展開し

ていくことを要望した。

沖電気工業は、日本ユニシス・ビジ

ネスの提案を受けてグループ会社を含

めた導入体制を組んだ。各拠点ごとに

必要な人員を配置するだけでなく、事

前に全拠点に入り込み、回線の状況、

機器の配置場所、コネクターのピンア

サインまで、詳細な調査を行った。

徹底した事前準備が功を奏し、大き

なトラブル等も発生せずに7月19日、

20日の2日間で、すでに試験導入を行

った4拠点を除いた全国30拠点への導

入を終えることができた。運用開始当

日は拠点ごとに沖電気工業の担当者が

待機し、万が一の障害に備えたが、こ

こでも大きなトラブルはなく順調に稼

働することができたという。冨満氏は、

「沖電気工業のVoIPシステムの音声品

質については全面的に信頼を寄せてい

ました。また、導入についても事前の

準備にかなりパワーを割いてもらうと

ともに、当日の導入担当者へのコミュ

ニケーションも徹底されており、スム

ことに気付いていないユーザーも多い

という。

導入後のコスト効果についても大幅

な削減が見込めているようだ。日本ユ

ニシス・情報システム部適用企画室の

岡坂良雄担当課長は、「従来、私どもは

自前でネットワークを保有していました

が、9月30日をもってすべての運用を停

止し2003年中に解体する方向で作業

を進めてきました。今回、データ音声統

合網が構築されたことで、機器、および

回線の借り受けコスト、そして運用コス

ト等、大幅な削減ができると予想して

います」と語る。

今後のシステム拡充について中嶋グ

ループ長は、「社内LANでのIPフォ

ン導入も今後の市場動向を見据えなが

ら進めていきたいと考えています」と

話す。冨満氏も「沖電気工業のVoIP-

TA を活用した小規模拠点におけるIP

電話導入もさらなるコスト削減の有効

な手段と考えています」と次のステッ

プに向けた意欲を見せている。

ーズに行うことができました」と評価

する。

音質は従来以上、運用費も大幅削減

今回のシステムの構成は、東京本

社・中部・大阪、九州の各拠点に設置さ

れたDISCOVERY2000に接続された

各電話端末からの音声通信を、VoIP

ゲートウェイ装置「BVシリーズ」がIP

化し、音声通信が行われている。

帯域制御についても、本社側のアク

セス回線部分に帯域制御装置パケット

シェーパーを設置し、本社から各拠点

に対するトラフィックの制御を行って

いるほか、各拠点に設置されているス

イッチでQoS制御を実施している。

日本ユニシス・情報システム部適用

企画室の上田潤氏は、「沖電気工業か

らQoSに関する設定に必要な情報も

迅速に開示してもらい、スムーズに設

定作業が進みました」と語る。

肝心の音声品質も以前と比べてまっ

たく遜色なく、社内では切り替わった
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大手システムインテグレーターの日

本ユニシスは、早くから自営による社

内データ・音声網の運用を行ってきた。

そのネットワークは時代の趨勢に合わ

せて再構築され、昨年10月には従来

のATM網を刷新し広域イーサネット

サービスとIP－VPNを併用した新デ

ータネットワークへと移行、大幅な広

帯域化とコスト削減を実現している。

さらに今年7月、同社ではネットワ

ークの広帯域化を機に、従来は別に運

用されていた音声網をIP統合し、全

国34拠点を結ぶVoIP網を構築した。

ここで構築にあたったのが、同社の

総務部門のアウトソーシングを担う日

本ユニシス・ビジネス、関連会社であ

るネットワークインテグレーターのユ

ニアデックス、そして沖電気工業だ。

日本ユニシスでは、以前からIPに

勉強会を終え、年が明けた2003年1

月から本格的なVoIPネットワークの

構築が開始された。

はじめに本社を含めた東京地区の3

拠点に実機を持ち込んで、音声品質の

評価を行った。導入試験を実施する中

よる音声・データ統合網の構築を検討

してきた。日本ユニシス・ビジネス・フ

ァシリティマネジメントグループの中

嶋孟彦グループ長は、「データ系を基

本としたネットワークの見直しがなさ

れる中で、音声網が従来のまま別運用

されていたことは、コスト・運用面か

らも懸念事項となっていました。そこ

で私どもの拠点に多くのPBXを納入

していたことに加え、IPTPC等、

VoIPに対する取り組みを積極的に進

めてきた沖電気工業にVoIP構築の提

案依頼を行いました」と話す。

VoIP勉強会からスタート

両社の共同作業は、VoIPに関する

勉強会からスタートした。ファシリテ

ィマネジメントグループFM推進チー

ムの冨満卓哉氏は、「半年間、6回にわ

たって沖電気工業からVoIPのメリッ

トや最新技術動向についてのスタディ

を受けるとともに、スケジュールやコ

ストを含めた導入のためのシナリオを

随時提案してもらいました。これによ

り、私どもも最新の情報を得ることが

でき、実際に“いけそうだ”と判断する

ことができました」と当時を振り返る。

日本ユニシスが34拠点結ぶVoIP網構築
沖電気の強力支援で全国一斉導入実現

T e l e c o m
Infomercial

日本ユニシスは、広域イーサネット、IP-VPNデータ系ネットワークリプレースに伴い、全国34拠点
を結ぶVoIP網の構築を実施した。ここで、同社のパートナーとしてネットワーク再構築をサポートし
たのが、「IP電話普及推進センタ（IPTPC）」や「沖トータルネットワークサービス」等の最先端の
VoIP、IP電話ソリューションを展開する沖電気工業だ。

沖電気工業株式会社
〒108-8551 東京都港区芝浦4-10-3 
TEL：03-5445-6326

URL http://www.iptpc.com
E-mail iptpc-help@oki.com

http://www.unisys.co.jp
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●日本ユニシス株式会社
設　　　　立：1958年3月
代表取締役社長：島田精一
従業員数：単独・4,496名

連結・8,587名
（2003年3月末現在）

主な事業内容
・コンピュータシステム等の
販売賃貸
・ソフトウェアの製造、販売
・各種システム関連サービス

日本ユニシス・ビジネス
株式会社
ファシリティマネジメントグループ
FM推進チーム

冨満卓哉氏

日本ユニシス株式会社
情報システム部
適用企画室

上田潤氏

日本ユニシス・ビジネス
株式会社

ファシリティマネジメントグループ
グループ長

中嶋孟彦氏

日本ユニシス株式会社
情報システム部適用企画室

担当課長

岡坂良雄氏

今回構築されたネットワークの概要図


